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吉
岡
孝
学
位
申
請
論
文

　
　
『
八
王
子
千
人
同
心
に
お
け
る
身
分
越
境

　
―
百
姓
か
ら
御
家
人
へ
―
』

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
近
世
に
徳
川
氏
が
武
蔵
国
八
王
子
に
置
い
た
八
王
子
千
人
同
心
集
団
が
、
百

姓
身
分
の
武
家
奉
公
人
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
武
士
の
身
分
表
象
を
事
実
上
獲

得
し
て
い
く
事
象
を
「
身
分
越
境
」
と
捉
え
、
こ
の
過
程
を
十
八
世
紀
末
の
寛
政
期
か
ら
幕

末
に
か
け
て
論
述
し
た
著
作
で
あ
る
。
本
論
文
の
構
成
は
、
序
章
「
身
分
と
八
王
子
千
人
同

心
の
研
究
動
向
」、
第
一
部
「
八
王
子
千
人
同
心
に
お
け
る
身
分
集
団
の
生
成
と
構
造
」
四
章
、

第
二
部
「
身
分
越
境
に
お
け
る
組
織
と
社
会
の
変
容
」
四
章
、
結
論
、
に
大
別
さ
れ
る
。

　
序
章
で
は
、
ま
ず
戦
後
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
唯
物
史
論
に

よ
る
日
本
史
研
究
、こ
と
に
近
世
史
研
究
の
動
向
を
「
基
礎
構
造
基
礎
づ
け
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

と
名
付
け
、
身
分
論
が
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
批
判
す
る
。
つ
い
で
九
〇
年
代
前
後
か
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ら
の
「
身
分
的
周
縁
論
」
の
高
ま
り
を
「
身
分
周
縁
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
呼
び
そ
の
動
向

に
一
定
の
評
価
を
与
え
る
も
の
の
、
都
市
社
会
史
の
研
究
進
展
に
対
し
、
武
士
と
そ
の
周
縁

の
研
究
が
不
十
分
と
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
身
体
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
・
言
語
行

為
か
ら
、
人
、
家
、
集
団
を
分
析
す
る
方
法
論
を
提
起
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
八
王
子
千
人

同
心
の
研
究
史
を
概
観
し
、
彼
ら
を
御
家
人
と
し
て
位
置
付
け
た
研
究
を
徹
底
的
に
批
判
し
、

百
姓
か
ら
御
家
人
（
＝
武
士
）
へ
と
身
分
を
越
境
し
た
存
在
と
主
張
し
な
が
ら
、
以
下
の
論

述
を
展
開
す
る
。

　
第
一
部
は
四
章
で
構
成
さ
れ
、
八
王
子
千
人
同
心
が
、
近
世
初
期
に
徳
川
氏
の
長
柄
（
槍
）

部
隊
と
し
て
武
田
氏
の
旧
臣
を
編
成
さ
れ
て
成
立
し
、
千
人
頭
の
支
配
を
受
け
て
八
王
子
周

辺
に
散
在
し
て
い
た
と
説
明
を
加
え
、
寛
政
期
以
降
に
千
人
同
心
が
「
御
家
人=

下
級
武
士
」

を
主
張
し
、
家
と
そ
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
な
が
ら
変
質
し
て
い
く
姿
を
描
こ
う
と
し
て
い

る
。
第
一
章
「
八
王
子
千
人
同
心
に
お
け
る
寛
政
改
革
の
意
義
」
で
は
、
近
世
初
期
以
来
の

千
人
同
心
の
展
開
を
整
理
し
、
近
世
初
期
か
ら
彼
ら
の
身
分
が
百
姓
で
あ
り
武
家
奉
公
人
と

し
て
奉
公
の
時
だ
け
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
十
八
世
紀
に
な
る
と
彼
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ら
を
支
配
し
た
八
王
子
千
人
頭
と
の
関
係
が
弛
緩
し
て
い
く
中
で
、
江
戸
幕
府
は
十
八
世
紀

末
の
寛
政
改
革
以
降
千
人
同
心
へ
の
改
革
を
実
施
し
、
千
人
同
心
に
幕
府
の
奉
公
人
と
し
て

の
自
覚
を
促
そ
う
と
し
た
が
、
こ
の
改
革
が
彼
ら
に
「
千
人
同
心
＝
御
家
人
＝
下
級
武
士
」

で
あ
る
と
い
う
言
説
を
成
立
さ
せ
曲
解
を
生
じ
さ
せ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
本
章
で
は
、

千
人
同
心
が
十
八
世
紀
以
降
に
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
主
張
し
、
居
住
す
る
村
を
支
配
す
る
代

官
と
対
立
す
る
姿
を
描
き
、
後
章
に
お
い
て
十
九
世
紀
以
降
に
お
け
る
村
と
千
人
同
心
と
の

対
立
を
検
討
す
る
前
提
を
掲
げ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
御
家
人
言
説
の
遂
行
過
程
」
で
は
、
ま
ず
新
見
吉
治
氏
の
主
張
を
引
用
し
て
「
御

家
人
」
を
与
力
以
上
の
下
士
と
規
定
し
、
同
心
以
下
を
武
家
奉
公
人
と
論
じ
、
八
王
子
千
人

同
心
が
自
ら
を
御
家
人
と
主
張
し
て
い
る
姿
を
、
同
心
組
頭
で
地
誌
学
者
の
植
田
孟
縉
の
意

見
書
か
ら
分
析
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
文
政
七
年
の
評
定
所
へ
の
張
訴
に
よ
る
「
八
王
子

千
人
同
心
五
十
人
御
咎
一
件
」
と
、
同
年
に
八
王
子
で
千
人
同
心
が
喧
嘩
し
た
「
横
山
宿
狼

藉
一
件
」
な
ど
か
ら
、
幕
府
が
近
世
後
期
に
千
人
同
心
を
武
士
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
論
証
す
る
。
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第
三
章
「
八
王
子
千
人
同
心
の
役
職
と
格
式
」
に
お
い
て
は
、
千
人
同
心
の
役
職
を
見
習
・

世
話
役
・
昇
進
組
頭
・
旧
家
組
頭
・
譜
代
を
例
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
、
千
人
同
心
た
ち
が

世
襲
化
の
維
持
を
目
指
し
世
話
役
は
平
同
心
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
平

同
心
の
家
職
化
が
千
人
同
心
組
織
を
変
質
さ
せ
た
と
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
「
八
王
子
千
人

同
心
株
売
買
の
実
態
」
で
は
、
近
世
中
期
か
ら
金
銭
に
よ
る
株
売
買
を
重
視
し
た
従
来
の
研

究
を
批
判
し
、
十
八
世
紀
前
期
に
は
株
売
買
が
同
族
団
の
相
互
扶
助
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
十
八
世
紀
後
半
に
事
実
上
金
銭
的
な
株
売
買
が
確
認
で
き
る
が
、
利
殖
の
た
め
の
株

売
買
と
い
う
色
彩
は
希
薄
で
あ
り
、
十
九
世
紀
前
期
に
な
っ
て
利
殖
の
た
め
の
株
売
買
が
確

認
で
き
る
と
し
、
同
心
株
の
売
買
が
す
べ
て
の
時
期
に
わ
た
っ
て
金
銭
目
的
で
は
な
か
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。

　
第
二
部
は
四
章
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
千
人
同
心
が
百
姓
身
分
か
ら
武
士
身
分
へ
と
「
身
分

越
境
」
し
た
こ
と
に
よ
り
、
千
人
同
心
の
組
織
が
変
化
し
、
地
域
や
百
姓
と
の
関
係
に
矛
盾

や
対
立
を
惹
起
し
、
社
会
統
合
が
破
綻
し
て
い
く
と
主
張
す
る
。

　
第
五
章
「
八
王
子
千
人
組
に
お
け
る
月
番
所
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
で
は
、
千
人
同
心
に
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扶
持
米
を
渡
す
月
番
所
が
、
寛
政
改
革
以
降
次
第
に
千
人
同
心
の
自
律
性
を
支
え
る
組
織
と

し
て
機
能
し
て
い
き
、
彼
ら
が
寄
合
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対

応
し
、
幕
末
に
は
頭
の
支
配
を
超
え
た
機
能
を
持
っ
た
と
す
る
。

　
第
六
章
「
八
王
子
千
人
組
に
お
け
る
番
組
合
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
は
、
八
王
子
だ
け
で

は
な
く
武
蔵
南
部
・
相
模
北
部
に
散
在
し
て
い
た
千
人
同
心
を
、
寛
政
期
以
降
地
域
ご
と
に

五
十
番
に
編
成
し
た
番
組
合
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
千
人
頭
―
組
頭
―
同
心
と
い
う
支

配
系
統
を
無
視
し
て
、
地
域
ご
と
に
数
名
か
ら
三
十
数
名
を
編
成
し
た
番
組
合
を
、
幕
府
が

千
人
同
心
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
相
互
に
臨
機
応
変
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
徳
川
家
に
忠
義
を
誓
わ
せ
る
場
と
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
七
章
「
千
人
同
心
と
家
・
村
」
で
は
、
百
姓
か
ら
千
人
同
心
の
株
を
入
手
し
た
家
が
、

家
意
識
を
強
く
持
ち
、
自
家
や
同
族
団
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
経
済
的
展
開
も
視
野
に
入
れ
、

一
方
で
武
士
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
述
べ
る
。
他
方
村
は
そ
の
よ
う
な
千
人

同
心
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
が
、
彼
ら
は
時
に
名
主
・
百
姓
と
対
立
し
、
地
域
社
会
の
矛
盾

を
深
め
て
い
っ
た
姿
を
検
討
す
る
。
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第
八
章
「
幕
末
期
に
お
け
る
社
会
統
合
の
破
綻
」
で
は
、
幕
末
期
の
村
に
お
け
る
千
人
同

心
の
存
在
や
行
為
と
領
主
支
配
と
の
対
立
・
矛
盾
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
千
人
同
心
は
、

村
に
お
い
て
宗
門
人
別
帳
に
千
人
同
心
の
肩
書
を
加
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
り
、
百
姓
に
は

許
さ
れ
な
い
長
屋
門
を
普
請
し
た
り
、
領
主
か
ら
の
先
納
金
要
求
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
な

ど
、
領
主
支
配
を
翻
弄
し
主
張
を
押
し
通
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
検
討
し
な
が
ら
、
著
者
は

千
人
同
心
の
身
分
越
境
が
社
会
統
合
を
破
綻
さ
せ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　「
結
論
」
で
は
千
人
同
心
が
百
姓
か
ら
御
家
人
へ
と
身
分
越
境
し
て
い
く
過
程
を
概
観
し
な

が
ら
主
張
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
千
人
同
心
が
幕
末
期
に
洋
式
銃
隊
に
編
成
さ
れ
た
こ
と

を
、
組
織
の
近
代
化
に
適
応
し
た
と
評
価
し
、
そ
の
解
明
を
課
題
と
し
て
擱
筆
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
の
審
査
の
要
旨

　
八
王
子
千
人
同
心
は
、
近
世
初
期
に
徳
川
氏
が
戦
国
大
名
武
田
氏
の
旧
臣
を
長
柄
（
槍
）

部
隊
と
し
て
編
成
し
た
も
の
で
、
武
蔵
国
八
王
子
お
よ
び
周
辺
農
村
に
居
住
し
た
集
団
で
あ
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る
。
八
王
子
居
住
の
幕
臣
千
人
頭
十
人
の
支
配
を
受
け
て
百
人
ご
と
に
十
組
に
編
成
さ
れ
、

一
組
に
十
人
の
組
頭
が
居
り
各
九
人
ず
つ
の
平
同
心
を
支
配
し
た
。
さ
ら
に
千
人
頭
は
幕
府

槍
奉
行
の
支
配
を
受
け
、
千
人
同
心
は
近
世
前
期
以
降
に
は
交
代
で
江
戸
火
の
番
、
日
光
火

の
番
な
ど
の
勤
務
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
世
後
期
に
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
『
徳

川
実
紀
』
に
は
「
中
間
」
と
記
さ
れ
、
近
世
前
期
に
は
姓
が
な
く
、
十
八
世
紀
こ
ろ
か
ら
苗

字
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
享
保
期
に
は
幕
府
か
ら
公
式
に
姓
を
名
乗
る
事
を
禁
止
さ

れ
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
後
半
に
は
事
実
上
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
周

辺
村
落
の
百
姓
が
同
心
株
を
取
得
し
て
い
く
に
従
い
、
居
住
の
範
囲
が
武
蔵
南
西
部
か
ら
相

模
北
部
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
本
論
文
の
主
題
は
、
十
八
世
紀
末
の
寛
政
改
革
以
降
、
幕

府
の
統
制
策
と
千
人
同
心
集
団
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
に
よ
っ
て
、
千
人
同
心
か
次
第
に
百
姓

身
分
と
し
て
の
武
家
奉
公
人
か
ら
武
士
身
分
に
「
身
分
越
境
」
し
て
い
く
過
程
と
、
そ
れ
が

地
域
社
会
や
領
主
支
配
に
影
響
を
及
ぼ
し
「
社
会
統
合
の
破
綻
」
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

主
張
で
あ
る
。
た
だ
し
全
体
と
し
て
主
張
は
明
快
で
は
あ
る
が
、
文
章
は
難
解
で
あ
り
文
意

の
取
り
に
く
い
個
所
が
と
き
に
見
え
、
そ
の
多
く
は
論
証
が
な
く
結
論
に
つ
な
が
る
部
分
で
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あ
る
。
な
お
著
者
は
、
既
に
『
八
王
子
千
人
同
心
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
上
梓
し
て

お
り
、
本
論
文
は
前
書
の
主
張
を
さ
ら
に
精
緻
に
論
証
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
論
文
の
序
章
「
身
分
と
八
王
子
千
人
同
心
の
研
究
動
向
」
で
は
、
戦
後
か
ら
一
九
八
〇

年
代
ま
で
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
近
世
史
研
究
の
動
向
を
「
基
礎
構
造
基
礎
づ
け
主
義
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
と
名
付
け
、
身
分
論
が
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
批
判
し
、
九
〇
年
代
前
後

か
ら
の
「
身
分
的
周
縁
論
」
の
高
ま
り
を
「
身
分
周
縁
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
呼
び
そ
の
動

向
に
一
定
の
評
価
を
与
え
な
が
ら
も
、
新
た
な
模
索
を
提
案
す
る
。
そ
の
整
理
法
は
現
在
ま

で
の
近
世
史
の
研
究
動
向
と
し
て
概
ね
妥
当
で
は
あ
る
が
、
二
つ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の
枠

組
み
が
同
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
の
ち
の
本
論
で
は
社
会
的
背
景
の
説
明
に
は
、
商
品
経
済
や

市
場
経
済
の
発
展
な
ど
、
具
体
的
な
論
証
の
な
い
「
基
礎
構
造
基
礎
づ
け
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

の
指
標
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
の
第
一
部
「
八
王
子
千
人
同
心
に
お
け
る
身
分
集
団
の
生
成
と
構
造
」
で
は
八
王
子

千
人
同
心
が
、
寛
政
期
以
降
に
「
御
家
人
＝
下
級
武
士
」
を
主
張
し
、
家
と
そ
の
利
益
を
守

ろ
う
と
し
な
が
ら
変
質
し
て
い
く
姿
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
第
一
章
に
お
い
て
著
者
が
力
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を
入
れ
た
論
述
の
一
つ
が
、
寛
政
改
革
の
中
で
槍
奉
行
が
千
人
同
心
を
「
御
家
人
筋
」
と
表

現
し
、
千
人
同
心
は
自
ら
を
「
御
家
人
」
＝
下
級
武
士
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ

れ
は
幕
府
が
承
認
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
史
料
に
は
「
御

家
筋
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
「
御
家
人
筋
」
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
さ
ら
に
第
二
章
に
お
い
て
、

「
御
家
人
」
は
維
新
前
に
は
与
力
以
上
で
同
心
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
新
見
吉
治
氏
の
主
張
を

採
用
し
、
千
人
同
心
は
「
御
家
人
」
＝
下
級
武
士
で
は
な
い
と
し
て
、
百
姓
身
分
の
武
家
奉

公
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、批
判
も
あ
る
新
見
氏
の
説
を
無
批
判
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

幕
府
直
属
の
武
家
奉
公
人
ま
で
が
御
家
人
で
あ
る
と
い
う
木
村
礎
氏
の
説
や
明
治
期
の
『
徳

川
盛
世
録
』
の
記
事
、
ま
た
近
年
の
小
川
恭
一
氏
・
磯
田
道
史
氏
な
ど
の
研
究
を
参
照
し
て

い
な
い
。
こ
と
に
新
見
氏
が
御
家
人
は
士
分
以
上
で
あ
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
に
も
拘
わ

ら
ず
、
御
家
人
は
下
級
武
士
で
あ
る
か
ら
奉
公
人
身
分
で
あ
る
千
人
同
心
は
御
家
人
で
は
な

い
と
断
定
し
て
い
る
の
は
、
本
論
文
で
使
用
し
て
い
る
史
料
の
内
容
か
ら
も
矛
盾
す
る
。
本

文
中
に
は
、
畳
み
か
け
る
よ
う
に
千
人
同
心
は
御
家
人
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
続
く
。
奉

公
人
ま
で
が
御
家
人
で
あ
る
と
史
料
通
り
に
解
釈
し
、
千
人
同
心
は
御
家
人
で
あ
る
が
武
士
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身
分
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
と
理
解
す
れ
ば
、
槍
奉
行
の
申
渡
と
幕
府
の
方
針
と
が
異

な
る
と
い
う
無
理
な
解
釈
を
し
な
く
て
も
済
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

　
一
方
、
武
士
と
認
め
よ
う
と
し
な
い
幕
府
に
対
し
、
千
人
同
心
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
武
士
と
主
張
し
、
地
域
を
支
配
す
る
代
官
や
村
と
対
立
し
て
い
く
様
相
は
、
著
者
な
ら

で
は
の
想
い
が
籠
っ
た
文
脈
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
千
人
同
心
の
株
売
買
が
同
族
団
の
相
互

扶
助
的
性
格
を
有
し
て
い
た
と
論
じ
た
と
こ
ろ
は
興
味
深
い
観
点
で
あ
る
。
た
だ
、
イ
エ
や

同
族
団
の
実
像
に
関
す
る
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
身
分
越
境
に
お
け
る
組
織
と
社
会
の
変
容
」
で
は
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に

か
け
て
、
千
人
同
心
が
百
姓
身
分
か
ら
武
士
身
分
へ
と
「
身
分
越
境
」
し
た
こ
と
に
よ
り
、

千
人
同
心
の
組
織
が
変
化
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
百
姓
と
の
関
係
に
矛
盾
や
対
立
を

惹
起
し
、近
世
に
お
け
る
支
配
体
制
の
「
社
会
統
合
」
が
破
綻
し
て
い
く
と
主
張
し
て
い
る
が
、

そ
の
歴
史
的
展
開
の
過
程
は
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る
内
容
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
扱
う
月
番
所
の
成
立
を
、
著
者
は
千
人
同
心
の
自
治
の
拡
大
と
し
て
捉
え
て
い

る
が
、
扶
持
米
配
布
や
法
令
伝
達
な
ど
支
配
機
構
整
備
と
い
っ
た
側
面
が
あ
ま
り
評
価
さ
れ
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ず
、
自
治
の
拡
大
の
実
態
が
見
え
に
く
い
。
他
方
、
第
六
章
で
取
り
上
げ
た
番
組
合
の
成
立
は
、

千
人
頭
に
よ
る
支
配
系
統
と
は
異
な
る
地
域
別
の
編
成
が
行
わ
れ
、
組
合
が
独
自
に
議
定
書

を
作
成
す
る
な
ど
の
点
か
ら
、
自
治
の
拡
大
を
積
極
的
に
評
価
し
て
よ
い
事
例
で
あ
ろ
う
。

第
七
章
で
は
、
百
姓
か
ら
千
人
同
心
の
株
を
入
手
し
た
家
が
、
家
意
識
を
強
く
持
ち
、
自
家

や
同
族
団
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
経
済
的
展
開
も
視
野
に
入
れ
、
一
方
で
武
士
と
し
て
の
意
識

を
強
く
持
っ
て
い
た
と
述
べ
る
が
、
検
討
さ
れ
た
事
例
の
多
く
は
の
ち
同
心
株
を
手
放
し
て

百
姓
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
千
人
同
心
と
地
域
社
会
と
の
関

係
に
矛
盾
が
深
ま
っ
て
い
く
と
い
う
提
起
は
重
要
で
あ
る
。
第
八
章
の
分
析
は
、
史
料
解
釈

の
わ
ず
か
な
点
を
除
け
ば
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る
が
、
数
例
の
み
の
事
例
で
社
会
統
合
の
破

綻
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
が
如
何
に
変
化
し
た
の
か
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
今
後

の
論
証
の
余
地
が
大
き
い
。

　
ま
た
千
人
同
心
に
関
す
る
問
題
点
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
来
の

勤
務
の
実
態
や
蝦
夷
地
入
植
、
長
州
征
討
・
戊
辰
戦
争
へ
の
対
応
な
ど
、
従
来
の
研
究
で
評

価
さ
れ
て
き
た
側
面
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
千
人
同
心
が
身
分
越
境
を
成
し
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遂
げ
よ
う
と
し
た
側
面
だ
け
を
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
著
者
の
姿
勢
の
表
れ
と
い

え
る
。
さ
ら
に
、
身
体
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
・
言
語
行
為
か
ら
、
人
、
家
、
集

団
を
分
析
す
る
と
提
起
し
て
い
る
が
、
従
来
の
研
究
方
法
・
分
析
の
視
角
と
何
が
異
な
る
の

か
を
明
確
に
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

　
本
論
文
は
課
題
が
多
い
と
は
い
え
、
従
来
の
千
人
同
心
研
究
の
視
点
に
真
っ
向
か
ら
新
た

な
問
題
点
を
提
起
し
、
百
姓
身
分
か
ら
武
士
身
分
へ
の
身
分
越
境
の
実
態
を
論
じ
た
点
は
評

価
で
き
る
研
究
で
あ
り
、
今
後
近
世
身
分
論
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
寄
与
し
う
る
指

摘
が
各
所
に
存
す
る
。
ま
た
千
人
同
心
に
関
し
て
史
料
を
博
捜
し
、
各
章
に
掲
げ
ら
れ
た
史

料
一
覧
表
は
貴
重
な
成
果
で
あ
り
、
精
緻
な
検
討
を
重
ね
た
論
証
が
多
い
。
よ
っ
て
本
論
文

の
申
請
者
吉
岡
孝
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。
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九
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日
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吉
岡
　
孝
　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
四
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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